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石碑のある風景 : 近世の旅行者と松島























































　中世までの「信仰」に対し、近世の旅は「遊楽・観光」と特質付けられたが［新城 1982 : 721–
745］、その後旅行者の精緻な行動分析をもとに、この見解に囚われることのない、旅の多彩な効
果・内実が描出され、近世旅行史研究は深化を遂げてきた。旅に依然として信仰的性質が内在し
ている［岩鼻 1992］、もしくは信仰・物見遊山双方の性質が併存している［高橋陽 2001 : 105–
133］、非日常的世界へと旅立つ寺社参詣により身体的・精神的自己解放が達成されるとする［原
2007 : 344］、などは旅行者の内面を捉えた見解である。また、旅が芸能的世界を追体験する意味
を持つ（名所がメディア機能を持つ）［難波 1994 : 1–29、鈴木 2012 : 115–154］、習得した知識を
もとに知識人層が名所において過去を回想するなど、旅先が歴史考証の場となる［原 2007 : 189–























た行為を目の当たりにし、非難した例［青柳 2002 : 158–162］や、幕府巡見使の古川古松軒が、
無双の景勝地との評判から期待感をもって象潟を訪れたものの、民家が近接し草が生い茂る現地
の光景を前に失望感を抱いた例［長谷川 1996 : 52–54］などがそれに当たる。これらは、観光人
類学で取り上げられている、オーセンティシティ（本物）を求めて訪れる旅行者と商業主義に走





















けられた自然である」と述べ［今西 1975 : 437］、農村風景論者の勝原文夫は、人間と対象との関


































島を景勝地として称賛している（松島の景観論の詳細は、［長谷川 2007 : 23–39］）。実際には、旅
行者は自然のみを目当てに松島を訪れていたのではないが、紀行文研究者の板坂耀子に言わせれ
ば、「蝦夷までは行かず、東北各地を巡覧する紀行文で、松島に立ち寄らないものはないといっ























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 御島松吟庵薬師堂記念碑 元文元年 1736 天嶺和尚 薬師堂落成の記念碑。
2 芭蕉翁句碑 延享 4年 1747 山本白英ら 9人 「朝よさを誰まつしまそ
片心」の句銘。





























6 流石庵羽積句碑 寛政 3年 1791 「雪に富むやまつ島々の
幾ながめ」の句銘。





8 名号塚碑 享和 3年 1803 仙台・志士轍、 
同・源章壽
曖子禅尼の慰霊碑。





10 柴田元徳追尉碑 文化 5年 1808 衣関道碩 江戸の医師柴田元徳（元
養）の慰霊碑。
11 文聴句碑 文政元年 1818 「夏痩も愈たり朝の千松
しま」の句銘。








14 蒼虬句碑 天保 11年 1840 楓□、祖郷 「我たつるけふりはひと
の秋のくれ」の句銘。
15 千代女句碑 安政元年カ 1854 青木屋徳兵衛妻しな 「だまされてきて月を見
千松島」の句銘。
16 蒼々舎文鱗句碑 安政 5年 1858 「松島やしくれしくれの
いくところ」の句銘。

















間交流も活発に行われていたこと［杉 2001 : 75–114］、18世紀半ば以降、在村俳人グループの活
動が基になって芭蕉碑の建立が進められたことは既に明らかである［岩橋 2010 : 109–142］。仙台
藩領内では、寛保元（1741）年頃に来仙した渡辺雲裡坊が冬至庵を結んで蕉風俳諧の指導に努め
たことがきっかけとなって蕉風が広まり、文化・文政年間（1804～1829）に隆盛期を迎えたとさ



































































































































































































































































































（9） 藤原為家ら撰『続古今和歌集』（1265年、国民図書株式会社編『校註国歌大系 5　十三代集 1』国民図書株式
会社、1928年）巻 10羈旅歌。














































































2006  「霊場・松島の様相―基礎的事項の確認―」東北中世考古学会編『東北中世考古学叢書 5　中世の聖地・
霊場』49–78、東京：高志書院。
2005  「鎌倉・南北朝時代の松島―基礎的事項の確認―」入間田宣夫編『東北中世史の研究下』29–50、東京：
高志書院。
難波信雄
1994「道中記にみる近世奥州民衆の芸能知識と伝承」『東北学院大学東北文化研究所紀要 26』1–29。
西田正憲
 147東北アジア研究 19号（2015）
2011『自然の風景論　自然をめぐるまなざしと表象』13・47–66・324・337、東京：清水弘文堂書房。
1999『瀬戸内海の発見　意味の風景から視覚の風景へ』3–36・101–182、東京：中央公論新社。
長谷川成一
2007  「日本三景の成立と名所観の展開」島尾新・長谷川成一編『日本三景への誘い　松島・天橋立・厳島』
23–39、大阪：清文堂出版。
1996『失われた景観　名所が語る江戸時代』52–54、東京：吉川弘文館。
原淳一郎
2007「鎌倉の再発見と歴史認識・懐古主義」原淳一郎『近世寺社参詣の研究』189–230、京都：思文閣出版。
菱岡憲司
2004「小津久足「陸奥日記」について」『語文研究 98』23–34。
水江漣子
1985「近世初期の江戸名所」西山松之助先生古稀記念会編『江戸の民衆と社会』3–33、東京：吉川弘文館。
山下晋司
1999「楽園の創出　観光文化論」山下晋司『バリ　観光人類学のレッスン』113–136、東京：東京大学出版会。
148
